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平
成
12
年
７
月
１
日

●
埼
玉
県
南
水
道
企
業
団
の
取
扱

い
（1）
／
一
般
職
の
職
員
の
身
分

の
取
扱
い

職
員
は
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
職

員
の
身
分
は
、
地
方
公
務
員
法
や
地
方
公

営
企
業
法
及
び
新
市
の
規
程
等
に
よ
っ
て

取
り
扱
う
よ
う
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

小
委
員
会
か
ら
の
報
告

【
第
１
小
委
員
会
】
合
併
の
期
日
は
、
２
０

０
０
年
度
中
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、意
見
集
約
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
は
、
次

回
以
降
に
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
２
小
委
員
会
】
新
市
名
称
の
審
議
日

程
等
を
協
議
し
ま
し
た
が
、
意
見
集
約
に

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
第
３
小
委
員
会
】
新
市
の
事
務
所
の
位

置
を
「
当
面
の
問
題
」
と
「
将
来
の
問
題
」

に
分
け
て
協
議
し
ま
し
た
が
、
意
見
集
約

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
第
４
小
委
員
会
】
上
尾
、
伊
奈
両
市
町

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

小
委
員
会
か
ら
の
報
告

【
第
１
小
委
員
会
】
合
併
の
期
日
は
、
２

０
０
０
年
度
中
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
一

定
の
意
見
集
約
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
期
日
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
定

数
・
任
期
と
相
互
に
関
連
が
深
い
た
め
一

括
し
て
審
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
３
小
委
員
会
】「
当
面
の
問
題
」
と

「
将
来
の
問
題
」
に
分
け
て
協
議
し
ま
し

た
が
、意
見
集
約
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
第
４
小
委
員
会
】
上
尾
、
伊
奈
両
市
町

の
首
長
、
議
長
、
特
別
委
員
長
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
出
席
し
「
６
・
25
合
意
を
踏
ま
え
、

上
尾
、
伊
奈
の
問
題
も
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
「
３
市
合
併
後
に
両
市
町

の
意
向
を
確
認
の
上
、
政
令
指
定
都
市
を

目
指
す
こ
と
が
現
状
の
認
識
」
と
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

小
委
員
会
か
ら
の
報
告

【
第
１
小
委
員
会
】
合
併
の
期
日
は
、
２

０
０
０
年
度
中
を
目
標
と
し
つ
つ
、
４
月

も
考
慮
に
入
れ
、
市
民
に
影
響
の
少
な
い

時
期
を
選
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。「
議
員

の
定
数
及
び
任
期
」
は
、
期
日
と
の
関
連

の
中
で
、
さ
ら
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

【
第
２
小
委
員
会
】
新
市
名
検
討
委
員
会

の
「
新
市
名
称
選
考
結
果
」
を
も
と
に
新

市
名
称
を
協
議
し
ま
し
た
が
、
意
見
集
約

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
第
３
小
委
員
会
】「
当
面
の
問
題
」
と

「
将
来
の
問
題
」
に
分
け
て
協
議
し
ま
し

た
が
、意
見
集
約
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
第
４
小
委
員
会
】
審
議
事
項
の
優
先
順

位
を
協
議
し
ま
し
た
。

小
委
員
会
か
ら
の
報
告

【
第
１
小
委
員
会
】
合
併
の
期
日
は
、
２
０

０
０
年
度
中
を
目
標
と
し
つ
つ
、
５
月
１

日
も
考
慮
の
う
え
市
民
に
影
響
の
少
な
い

時
期
を
選
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。「
議
員

の
定
数
及
び
任
期
」
は
、
合
併
特
例
法
を

適
用
し
、
現
在
の
議
員
が
責
任
を
持
っ
て

政
令
指
定
都
市
実
現
を
図
っ
て
い
く
べ
き

と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

【
第
２
小
委
員
会
】
新
市
名
称
案
と
し
て

絞
り
込
ま
れ
た
「
さ
い
た
ま
市
」「
大
宮

市
」
の
２
案
に
つ
い
て
選
考
し
た
結
果
、

「
さ
い
た
ま
市
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
第
３
小
委
員
会
】
新
市
の
事
務
所
の
位

置
は
、
当
分
の
間
、
現
在
の
浦
和
市
役
所

の
位
置
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

【
第
４
小
委
員
会
】
上
尾
、
伊
奈
両
市
町

の
首
長
、
議
長
、
特
別
委
員
長
が
再
度
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
し
、
政
令
指
定
都
市
の

区
割
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
伊
奈
町
は
助
役
が
代
理
出
席
）
ま
た
、

今
後
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
円
滑
な
移
行

準
備
体
制
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
協
議
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
新
市
の
名
称

「
さ
い
た
ま
市
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
新
市
の
事
務
所
（
市
役
所
）
の

位
置

当
分
の
間
、
現
在
の
浦
和
市
役
所
の
位

置
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
第
３
小
委
員
会
合
意
事
項

P5
参
照
）

●
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（1）
ー

２
／
市
民
窓
口
業
務
等
２
事
業

市
民
窓
口
業
務
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
観
点
に
統
合
ま
た
は
再
編
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
支
所
・
出
張
所

の
配
置
等
は
現
行
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
処
理
事
業
は
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
生
じ
な
い
よ
う
に
再
編

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
手
数
料
の
取
扱
い

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
３
市
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
料
金
改
定
の
経
緯
や
受
益
者

負
担
の
原
則
を
基
本
に
、
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
適
正
な
負
担
額
を
決
定
し
、
合
併
時

に
統
一
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（2）
ー

３
／
そ
の
他
事
務
事
業

独
自
の
事
務
事
業
は
、
従
来
か
ら
の
経

緯
・
実
情
を
考
慮
し
調
整
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
同
一
ま
た
は
類
似
す
る
事
務
事

業
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
留
意
し
な
が
ら
、
合
理
化
・
効
率

化
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
組
織
・
機
構
の
取
扱
い

市
民
の
利
便
性
や
地
方
分
権
へ
の
柔
軟

な
対
応
等
を
基
本
に
、
合
併
６
か
月
前
ま

で
に
調
整
す
る
こ
と
と
し
、
職
員
定
数
は

現
行
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い

被
保
険
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
均
一

化
や
負
担
の
公
平
に
留
意
し
、
速
や
か
に

統
一
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
条
例
・
規
則
の
取
扱
い

各
協
議
項
目
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
統

一
を
図
り
、
新
市
の
事
務
事
業
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
埼
玉
県
南
水
道
企
業
団
の
取
扱

い
（2）
／
事
務
事
業
の
取
扱
い

企
業
団
の
行
っ
て
い
た
事
業
を
新
市
が

行
う
際
に
必
要
な
事
項
は
、地
方
自
治
法
、

地
方
公
営
企
業
法
及
び
新
市
の
規
程
等
に

よ
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
個
別
事
業
の
調
整
方
針
は
、
原
則
的

に
企
業
団
特
有
の
事
業
は
現
行
の
と
お
り

と
し
、
３
市
と
同
一
ま
た
は
類
似
す
る
事

業
は
、
３
市
の
調
整
方
針
を
基
に
合
併
時

ま
で
に
調
整
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

３
市
の
市
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
埼
玉
県
南
水
道
企
業
団
の
取
扱

い
（3）
／
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

３
市
の
市
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い

３
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
後
１
年
間

引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
埼
玉
県
南
水
道
企
業
団
の
取
扱

い
（4）
／
財
産
の
取
扱
い

す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
ま

し
た
。

第19回
合併推進
協議会
2000.2.25

第20回
合併推進
協議会
2000.3.28

第21回
合併推進
協議会
2000.4.24

第18回
合併推進
協議会
2000.1.26

第17回
合併推進
協議会
1999.12.22

8

合
併
推
進
協
議
会
の
協
議
結
果
の
詳

細
は
、
合
併
協
議
会
事
務
局
に
て
閲

覧
で
き
ま
す
。



会長あいさつ

法定協議会の発足に
あたって

3市長あいさつ
CITY DATA

第1回合併協議会
報告

第2回合併協議会
報告

第17回～第21回
合併推進協議会で
議決された
協議事項

３市合同花火大会（背景に見える夜景は、さいたま新都心地区です）

別冊、新市建設計画（素案）
がはさみ込まれています
ので、抜き取ってお読み
ください。



「
法
定
協
議
会
の
発
足
に
あ
た
っ
て
」
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

合併推進協議会（任意）

浦
和
市
、
大
宮
市
、
与
野
市

の
３
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
任
意

協
議
会
の
協
議
を
経
て
、
い
よ

い
よ
地
方
自
治
法
及
び
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
い
た
「
浦
和
市
・
大
宮

市
・
与
野
市
合
併
協
議
会
」
を

発
足
し
、
３
市
合
併
実
現
に
向

け
た
行
程
を
着
実
に
歩
み
始
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

関
係
３
市
、
埼
玉
県
等
関
係
の

皆
様
の
ご
努
力
の
結
果
、
或
い

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
の

ご
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。本

年
５
月
に
は
、
３
市
に
跨

る
さ
い
た
ま
新
都
心
の
「
街
び

ら
き
」
が
行
わ
れ
、
３
日
間
で

全
国
か
ら
約
34
万
人
も
の
人
々

が
訪
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

新
た
に
誕
生
す
る
「
さ
い
た
ま

市
」
の
ま
さ
に
プ
ロ
ロ
ー
グ
で

あ
り
、
埼
玉
県
は
も
と
よ
り
日

本
を
代
表
す
る
都
市
へ
と
発
展

を
遂
げ
る
「
さ
い
た
ま
市
」
の

新
た
な
歩
み
の
始
ま
り
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
地
に
誕
生
す
る
「
さ
い

た
ま
市
」
は
、
日
本
の
首
都
機

能
の
一
翼
を
担
う
、
21
世
紀
に

相
応
し
い
近
代
的
な
要
素
を
備

え
た
都
市
と
し
て
、
そ
し
て
一

方
で
は
、
東
京
都
心
と
は
違
っ

た
、
荒
川
や
見
沼
田
ん
ぼ
を
は

じ
め
と
し
た
豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
た
住
み
よ
い
環
境
を
有
す
る

都
市
と
し
て
、多
く
の
ひ
と
が
、

様
々
な
も
の
が
、
そ
し
て
世
界

中
の
情
報
が
行
き
交
う
、
快
適

な
生
活
空
間
を
演
出
す
る
ま
ち

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
度
の
合
併
協
議
は
、
こ

う
し
た
ま
ち
の
基
礎
を
築
く
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
歴
史

的
な
協
議
に
全
力
で
取
り
組
み

結
実
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
真

の
市
民
福
祉
に
つ
な
が
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
３
市
或
い

は
埼
玉
県
の
関
係
者
の
皆
様
は

も
と
よ
り
、
こ
の
地
に
住
み
、

学
び
、
働
く
多
く
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

浦和・大宮・与野の３市は、平成７年に各市議

会で、合併・政令指定都市を目指した「合併促進

決議」を行い、平成９年12月18日には同年７月の

「任意の合併協議会設置決議」に基づいた合併推

進協議会を設置しました。以来、合併・政令指定

都市に係る様々な協議を重ねた結果、基本的な事

項についてはほぼ合意され、これまでの協議経過

や協議結果をもとに、さらに具体的な協議に入る

ため、本年４月10日に３市議会で「合併協議会設

置」が議決され、同月29日に合併協議会が発足し

ました。協議会の会長には合併推進協議会と同様

に、埼玉県産業文化センター理事長の石原信雄氏

が就任しました。

会長あいさつ　　

新しい埼玉の
核となる

100万人都市の
誕生を目指して

ISHIHARA NOBUO
大正15年群馬県生まれ。昭和27年東京大学
法学部卒業。自治庁に入り、昭和59年自治
事務次官。昭和62年内閣官房副長官。平成
8年（財）埼玉県産業文化センター理事長（現
職）。（財）地方自治研究機構理事長（現職）。

浦和市・大宮市・与野市
合併協議会会長

石原信雄

平
成

９
年
12
月
・
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合

併
推
進
協
議
会
（
任
意
協
議
会
）

発
足

10
年
４
月
・
第
３
回
合
併
推
進
協
議
会
。

第
１
小
委
員
会
に
「
合
併
の
方

式
」「
合
併
の
期
日
」「
議
員
の

定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」、

第
２
小
委
員
会
に
「
新
市
の
名

称
」、
第
３
小
委
員
会
に
「
新
市

の
事
務
所
の
位
置
」
を
付
託

６
月
・
第
４
回
合
併
推
進
協
議
会
。

第
４
小
委
員
会
に
「
政
令
指
定

都
市
へ
の
移
行
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
」
を
付
託

７
月
・
第
３
回
第
１
小
委
員
会
。
合
併

の
方
式
を
「
合
体
合
併
」
と
決

定

８
月
・
第
５
回
合
併
推
進
協
議
会
。

「
合
体
合
併
」
を
議
決

９
月
・
第
５
回
第
２
小
委
員
会
。
市
民

代
表
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成

す
る
「
新
市
名
検
討
委
員
会
」

の
設
置
を
決
定

10
月
・
第
１
回
新
市
名
検
討
委
員
会
。

新
市
名
称
の
選
考
方
法
と
し
て

「
公
募
方
式
採
用
」
を
決
定

11
年
６
月
・
第
５
回
第
４
小
委
員
会
。
任
意

の
合
併
協
議
会
設
置
決
議
の

「
な
お
書
き
」
部
分
の
取
扱
い

に
つ
い
て
合
意

７
月
・
第
12
回
合
併
推
進
協
議
会
。

第
４
小
委
員
会
の
合
意
事
項
を

決
定

８
月
・
第
７
回
第
３
小
委
員
会
。
新
市

の
事
務
所
の
位
置
は
、「
当
面

の
問
題
」
と
「
将
来
の
問
題
」

に
分
け
て
協
議
す
る
こ
と
を

了
承

10
月
・
第
16
回
第
２
小
委
員
会
。
新
市

合
併
協
議
会
発
足
ま
で
の
主
な
経
緯

2



合併推進協議会（任意）

浦和 URAWA 大宮 OMIYA 与野 YONO

相川宗一
AIKAWA SOUICHI

新藤享弘
SHINDO TAKAHIRO

井原 勇
IHARA ISAMU

CITY DATA ※ H12.6.1現在　#  H10年度公共施設状況調査　*  H7国勢調査

3市合併により　●面積168.33ｋ㎡　●人口1,025,280人（H12.6.1現在） ●平成12年度予算4,963億4,645万円

昭和9年2月11日

70.67

485,678

6,872

85.54

192,067

5.0

73.7

142,300,000

103,466,000

245,766,000

昭和15年11月3日

89.37

456,338

5,106

97.09

173,734

4.3

68.7

123,670,000

86,536,150

210,206,150

昭和33年7月15日

8.29

83,264

10,044

79.47

34,323

3.1

99.5

27,070,000

13,304,300

40,374,300

市制施行

面積（ｋ㎡）

人口（人）※

人口密度 ※（人：1ｋ㎡当たり）

昼夜間人口比率（％）*

世帯数（戸）※

公園面積 #（㎡：一人当たり）

下水道普及率 #（％：対人口）

平成12年度一般会計予算（千円）

平成12年度特別会計予算
（千円：病院事業を含む）

合 計（千円）

３市の合併は、この地に住む人々にと
って昭和初期からの半世紀以上に渡る夢
であり、また、大型都市同士の合併によ
る100万都市の誕生という、地方自治の
歴史上に例の無い画期的な出来事であり
ます。
法定協議会が設置され、新市の名称や
事務所の位置など重要案件を決定した
今、３市は、いよいよ2001年5月1日の合
併という夢の実現に向かって、一体とな
って歩みを進めることとなります。そし
て新市は、さらなる市民福祉の充実や生
活環境の向上、都市基盤整備等を推進し
ていくため、権限と財源の強化が図られ
る政令指定都市への移行に向かい新たな
チャレンジをしていくこととなります。
３市は、今まさにそのスタートを切っ
たところであり、市民の皆様方には、さ
らなるご理解、ご支援をお願いいたしま
す。

この度の法定協議会の発足は、新市の
誕生そして政令指定都市の実現という新
たな歴史の１ページを飾るものとして大
変意義深いものでございます。
私の都市の究極的目標は、来るべき21
世紀においても市民の皆様が豊かで安定
した暮らしができ、そして働き、学び、
憩うことのできる自立都市を形成するこ
とでございます。
そのためには、少子高齢問題や将来の
情報化、国際化、更には地方分権の進展
等といった様々な行政課題に的確に対応
し、将来を担う子供たちのためにも魅力
と活力ある都市づくりをしていくことが
必要であり、この地域が政令指定都市と
なり、制度の活用を図ることが重要と考
えております。
市民の皆様並びに関係者の皆様には、

こうした自立都市の形成に向けて、引き
続きご理解とご協力をいただきますよう
お願いいたします。

３市は、平成９年の任意の合併協議会
の発足以来、精力的に会議を開催し合併
協議を進めてまいりました。この間、
様々な課題もございましたが、３市市民
の皆様方のご理解とご協力、そして、石
原会長をはじめとする関係者の皆様方の
ご尽力により、去る４月２９日には法定
協議会が発足し、いよいよ来年５月１日
の「さいたま市」誕生に向け新たな段階を
迎えることとなりました。
しかし、新市の誕生は新たなスタート
でもあります。
人口100万人を擁する新市には、多く

の市民の皆様の様々なご要望や時代の変
化に対応した諸施策の展開が今以上に求
められることとなり、そのためにも政令
指定都市を実現し、知恵と体力のある自
治体を創ることが大切なことと思います。
市民の皆様方には、引き続きご理解と
ご協力をお願いいたします。

名
称
の
公
募
を
決
定

12
年
１
月
・
新
市
名
称
の
公
募
開
始

２
月
・
第
14
回
第
４
小
委
員
会
。
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
上
尾
・
伊

奈
両
市
町
の
首
長
、
議
長
、
特

別
委
員
会
委
員
長
が
出
席
し
、

意
見
陳
述

・
新
市
名
称
の
公
募
終
了

３
月
・
第
11
回
新
市
名
検
討
委
員
会
。

新
市
名
称
を
埼
玉
市
、
さ
い
た

ま
市
、
彩
都
市
、
さ
き
た
ま
市
、

関
東
市
の
５
案
に
絞
り
込
む

・
第
21
回
第
２
小
委
員
会
。
新
市

名
検
討
委
員
会
か
ら
、「
新
市

名
称
候
補
の
選
考
結
果
」
と
し

て
５
案
を
報
告

４
月
・
３
市
臨
時
議
会
、「
合
併
協
議

会
の
設
置
」
を
議
決

・
第
18
回
第
４
小
委
員
会
。上
尾
・

伊
奈
両
市
町
の
首
長
、
議
長
、

特
別
委
員
会
委
員
長
が
出
席
し

意
見
陳
述

（
伊
奈
町
は
助
役
が
代
理
出
席
）

・
第
23
回
第
２
小
委
員
会
。
行
田

商
工
会
議
所
及
び
自
治
会
代
表

か
ら
、
新
市
名
称
の
候
補
「
埼

玉
（
さ
き
た
ま
）」
に
つ
い
て

意
見
陳
述

・
第
16
回
第
３
小
委
員
会
。「
新

市
の
事
務
所
の
位
置
」
を
決
定

・
第
25
回
第
２
小
委
員
会
。
新
市

の
名
称
を
「
さ
い
た
ま
市
」
に

決
定

・
第
21
回
合
併
推
進
協
議
会
。

「
新
市
の
名
称
」「
新
市
の
事
務

所
の
位
置
」
等
を
議
決

・
第
１
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与

野
市
合
併
協
議
会
。「
合
併
の

方
式
」「
合
併
の
期
日
」「
議
員

の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」

「
新
市
の
名
称
」「
新
市
の
事
務

所
の
位
置
」
等
を
議
決

3

浦和市 大宮市 与野市

合併協議会



小
委
員
会
の
設
置

合
併
推
進
協
議
会
（
任
意
協
議
会
）
と

同
様
に
４
つ
の
小
委
員
会
を
設
置
し
、

「
合
併
の
方
式
」
な
ど
６
つ
の
協
議
事
項

に
つ
い
て
、
任
意
協
議
会
で
の
合
意
事
項

を
尊
重
し
つ
つ
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
、第
２
、第
３
小
委
員
会
の

審
議
結
果
を
議
決

第
１
小
委
員
会
（
協
議
事
項
「
合
併

の
方
式
」「
合
併
の
期
日
」「
市
議
会
議

員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」）、
第

２
小
委
員
会
（
協
議
事
項
「
新
市
の
名

称
」）、
第
３
小
委
員
会
（
協
議
事
項

「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
」）
で
は
、
審

議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
事
項
に

つ
い
て
結
論
が
導
か
れ
た
た
め
、
そ
の

結
果
を
協
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
３
つ
の
小
委
員
会
の

審
議
結
果
を
協
議
し
、
以
下
の
と
お
り

議
決
し
ま
し
た
。

第
４
小
委
員
会
合
意
事
項
を

確
認第

４
小
委
員
会
（
協
議
事
項
「
政
令

指
令
都
市
へ
の
移
行
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
」）
か
ら
は
、
合
併
推
進
協
議
会

（
任
意
協
議
会
）
で
決
定
し
た
「
任
意
の

合
併
協
議
会
設
置
決
議
の
な
お
書
き
部

分
の
取
扱
い
」
等
の
合
意
事
項
を
確
認

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
協
議
会
（
法

定
協
議
会
）
と
し
て
改
め
て
決
定
事
項

と
し
ま
し
た
。（
第
４
小
委
員
会
合
意
事

項
P5
参
照
）

ま
た
、「
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
時

期
」「
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
準
備
体

制
」「
行
政
区
の
あ
り
方
」「
政
令
指
定

都
市
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
４
項
目
に

つ
い
て
は
、
合
併
推
進
協
議
会
の
審
議

経
過
を
踏
ま
え
、
継
続
性
を
持
っ
て
引

き
続
き
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

組
織
・
役
員

合
併
協
議
会
は
浦
和
、
大
宮
、
与
野

の
３
市
の
市
長
、
議
長
と
議
員
の
代
表
、

市
長
の
指
名
す
る
助
役
及
び
職
員
、
学

識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
（
協
議
会
委
員

名
簿
P5
参
照
）、
協
議
会
の
も
と
に
、
付

託
事
項
を
審
議
す
る
４
つ
の
小
委
員
会

（
市
長
、
議
長
、
議
会
代
表
等
で
構
成
）、

幹
事
会
、
専
門
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

予
算合

併
協
議
会
の
平
成
12
年
度
予
算
は
、

協
議
会
や
小
委
員
会
の
開
催
経
費
や
調

査
研
究
費
、
事
務
局
の
運
営
費
等
に
充

て
る
た
め
の
も
の
で
、
１
億
６
、９
９
９

万
円
を
計
上
し
、
３
市
が
均
等
に
負
担

し
ま
す
。

4

第
1
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合

併
協
議
会
を
、
さ
い
た
ま
新
都
心
郵
政

庁
舎
で
開
催
し
、
3
市
合
併
に
向
け
た

具
体
的
な
協
議
が
始
ま
り
、「
合
併
の

期
日
」
や
「
新
市
の
名
称
」
等
を
議
決

し
ま
し
た
。

合併協議会は、地方自治法と市町村の合併の特例
に関する法律に基づき設置されるもので、
①合併に関する協議事項
②新市建設計画の作成
③政令指定都市への移行に関する基本的な事項
④その他、合併及び政令指定都市に関し必要な事項
を協議することを任務とし、具体的な協議事項は、
次の25項目となっています。
○基本的協議事項
１合併の方式
２合併の期日
３新市の名称
４新市の事務所の位置
５財産の取扱い
○合併特例法に規定されている協議事項
６市議会議員の定数及び任期の取扱い
７農業委員会委員の定数及び任期の取扱い
８地方税の取扱い
９一般職の職員の身分の取扱い
10 新市建設計画
○その他の協議事項
11 特別職の身分の取扱い
12 条例・規則の取扱い
13 組織・機構の取扱い
14 一部事務組合等の取扱い
15 使用料・手数料の取扱い
16 公共的団体の取扱い
17 補助金・交付金等の取扱い
18 町・字名の取扱い
19 慣行の取扱い
20 国民健康保険事業の取扱い
21 消防業務の取扱い
22 各種事務事業の取扱い
23 諮問機関の取扱い
24 埼玉県南水道企業団の取扱い
25 政令指定都市への移行に関する基本的な事項

合併協議会の任務

平成13年5月1日

合併の期日

合体（新設）合併

合併の方式

合併後2年間引き続き新市の議会の議員として在任

市議会議員の定数及び任期の取扱い

さいたま市

新市の名称

当分の間、現在の
浦和市役所の位置とする
（第3小委員会合意事項P5参照）

新市の
事務所（市役所）の位置



第
３
小
委
員
会
合
意
事
項

平
成
12
年
４
月
29
日

１
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、当
分
の
間
、

現
在
の
浦
和
市
役
所
の
位
置
と
す
る
。

ま
た
、
大
宮
市
及
び
与
野
市
の
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
将
来
の
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
さ
い
た
ま
新
都
心
周
辺
地
域

が
望
ま
し
い
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
新

市
成
立
後
、
新
市
は
、
交
通
の
事
情
、

他
の
官
公
署
と
の
関
係
な
ど
、
市
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
将
来
の
新
市
の
事

務
所
の
位
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の

と
す
る
。

３
　
将
来
の
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
審
議
会
の

設
置
な
ど
、
そ
の
協
議
方
法
を
含
め
、

新
市
成
立
後
、
速
や
か
に
検
討
を
開
始

す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
併
せ
て
、
新
市
成
立
後
、
速

や
か
に
庁
舎
建
設
基
金
を
創
設
す
る
も

と
す
る
。

４
　
以
上
の
合
意
事
項
は
、
合
併
協
定
書

に
よ
り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

第
４
小
委
員
会
合
意
事
項

平
成
11
年
６
月
25
日

新
市
成
立
後
、
新
市
は
上
尾
市
・
伊
奈

町
の
意
向
を
確
認
の
上
、
速
や
か
に
合
併

協
議
を
行
う
も
の
と
し
、
２
年
以
内
を
目

標
に
政
令
指
定
都
市
を
実
現
す
る
。

浦
和
市
、
大
宮
市
、
与
野
市
は
、
新
市

成
立
後
、
新
市
に
お
い
て
意
向
確
認
が
誠

実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
合
併
協
定
書
に

よ
り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

鶴 崎 敏 康
中 村 圭 介
生 方 博 志
相 川 宗 一
福 島 正 道
新 藤 享 弘
鈴 木 　 弘
芝 間 　 衛
井 原 　 勇
黒 田 一 郎

委 員 長
副委員長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

大 宮 市
与 野 市
浦 和 市
浦 和 市

大 宮 市

与 野 市
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区　分　　 氏　名　　　 役　職

第1小委員会

帆 足 興 之
芝 間 　 衛
黒 田 一 郎
相 川 宗 一
生 方 博 志
田 口 邦 雄
新 藤 享 弘
松 本 敏 雄
井 原 　 勇
嘉 藤 信 雄

委 員 長
副委員長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

浦 和 市
大 宮 市
与 野 市
浦 和 市

大 宮 市

与 野 市

区　分　　 氏　名　　　 役　職

第2小委員会

稲 垣 欣 和
福 島 正 道
鈴 木 　 弘
相 川 宗 一
田 口 邦 雄
新 藤 享 弘
松 本 敏 雄
井 原 　 勇
中 村 圭 介
嘉 藤 信 雄

委 員 長
副委員長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

与 野 市
浦 和 市
大 宮 市
浦 和 市

大 宮 市

与 野 市

区　分　　 氏　名　　　 役　職

第3小委員会

井 原 　 勇
相 川 宗 一
新 藤 享 弘
青 木 信 之
福 島 正 道
帆 足 興 之
松 本 敏 雄
芝 間 　 衛
黒 田 一 郎
稲 垣 欣 和

委 員 長
副委員長
副委員長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

与 野 市
浦 和 市
大 宮 市
埼 玉 県
浦 和 市

大 宮 市

与 野 市

区　分　　 氏　名　　　 役　職

第4小委員会

新市名「さいたま市」
発表会を開催
第１回合併協議会終了後、さいたま新都心郵政
庁舎講堂で、３市の市民等を招いた「新市名発表
会」を開催しました。
発表会では、はじめに、石原会長、武田副知事、
３市市長ほかにより、新市名称の「さいたま市」
と書かれたパネルの除幕式を行いました。
次いで、新市名称公募で名付け親賞に当選した
埼玉県吹上町の太田邦夫さんほか、当日出席され
た特別賞当選者５名の方に対して、石原会長ほか
から記念品等を贈呈しました。
その後、新市名検討委員会の兵藤会長、第２小
委員会の帆足委員長が新市名称の選考経過や選定
理由等について報告を行い、また、３市それぞれ
の児童・生徒らによるアトラクション等が行われ
ました。

「さいたま市」の選定理由

市の名称は、その地の歴史や風土、あるいは、
生活を営む市民にとって愛着と誇りのある象徴
的なもので、合併後の新市の名称は、市名の由
来、市民の意向を最大限に尊重しつつ選定した
ものです。全国からの市名公募の結果、さらに
は学識経験者等による新市名検討委員会での審
議報告などを勘案した結果、埼玉県の行政・経
済・文化の中枢を担う都市に相応しく、また、
将来の政令指定都市として全国・世界への情報
発信も容易なわかりやすく親しみやすい名称と
いった観点から、新市の名称を「さいたま市」
と決定したものです。

来賓として訪れた土屋埼玉県知事から、
「合併は非常に難しい問題ですが、関東の都
をつくるという情熱に燃えて、幾多の問題を
乗り越えて今日この日を迎えたことに対し、
最高の敬意と感謝を申しあげます。まだ、い
ろいろ問題が残されていると伺っています
が、『些事

さ じ

に構わず大事に当たるべし』とい
う言葉を念頭に置いて、一日も早く３市合併、
政令指定都市が実現できるよう皆さんのお力
添えをいただきたい」というあいさつがあり
ました。

土屋埼玉県知事あいさつ

相 川 宗 一

石 関 　 満

佐 藤 敏 郎

須 藤 武

生 方 博 志

福 島 正 道

帆 足 興 之

田 口 邦 雄

新 藤 享 弘

内 田 秀 規

豊 澤 信 章

中 村 正 彦

鈴 木 　 弘

鶴 崎 敏 康

松 本 敏 雄

芝 間 　 衛

井 原 　 勇

梅 原 義 一

田 中 義 政

寺 尾 一 男

黒 田 一 郎

稲 垣 欣 和

中 村 圭 介

嘉 藤 信 雄

石 原 信 雄

武 田 茂 夫

青 木 信 之

副会長

委 員

委 員

委 員

監 事

委 員

委 員

委 員

副会長

委 員

委 員

委 員

監 事

委 員

委 員

委 員

副会長

委 員

委 員

委 員

監 事

委 員

委 員

委 員

会 長

副会長

委 員

浦和市・大宮市・与野市合併協議会、小委員会委員名簿　　
（平成12年4月29日現在）

浦和市　行政

議会

大宮市　行政

議会

与野市　行政

議会

学識経験者

区　　分　　　氏　　名　 役 職

協議会



5
月
28
日
に
第
2
回
合
併
協
議
会
を

協
議
会
事
務
局
で
開
催
し
、
新
市
建
設

計
画
（
素
案
）
の
報
告
を
受
け
た
後
、
合

併
推
進
協
議
会
の
協
議
を
踏
ま
え
た

「
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い
」「
地
方
税
の
取
扱
い
」
等
7

議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

浦
和
市
の
委
員
が
交
代

浦
和
市
議
会
の
議
長
交
代
に
伴
い
、
合

併
協
議
会
の
委
員
と
役
員
の
一
部
変
更
が

あ
り
、
議
長
に
就
任
し
た
清
宮
義
正
氏
が

新
た
に
委
員
と
な
り
、
監
事
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
同
委
員
は
、
第
１
小
委
員
会
副

委
員
長
、
第
２
小
委
員
会
委
員
に
も
就
任

し
ま
し
た
。

第
４
小
委
員
会
か
ら
の
報
告

「
将
来
の
行
政
区
の
区
割
り
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
は
、
行
政
区
が
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
単
位
で
あ
り
、
か
つ
市
議
会
議
員

等
の
選
挙
区
と
も
関
係
す
る
た
め
、
各
市

で
市
民
・
議
会
等
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま

え
て
考
え
方
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
政
令
指
定
都
市
へ
の
円
滑
な
準
備
体

制
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の

委
譲
事
務
の
受
入
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
ま
ず
、「
保
健
所
移
管
」
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
早
急

に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始
す
る
と
い

う
報
告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

新
市
建
設
計
画(

素
案)

を
報
告

３
市
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
新
市

（
さ
い
た
ま
市
）
の
建
設
計
画
（
素
案
）

を
事
務
局
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。
新
市
建

設
計
画
は
、
旧
３
市
の
速
や
か
な
一
体
化

を
促
進
し
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
市

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、

基
本
方
針
と
、
そ
の
方
針
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
施
策
や
公
共
施
設
の
統
合
整

備
、
財
政
計
画
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
計
画
の
期
間
は
、
平
成
13
年
度
か

ら
17
年
度
ま
で
の
５
か
年
で
す
。

（
詳
細
は
、
別
冊
の
「
概
要
版
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

協
議
事
項
の
７
議
案
を
議
決

合
併
協
議
会
で
協
議
す
る
事
項
は
25
項

目
あ
り
ま
す
が
、
第
１
回
協
議
会
で
５
項

目
が
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
残
る
20

項
目
中
の
７
項
目
で
あ
る
「
農
業
委
員
会

委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」「
地

方
税
の
取
扱
い
」「
一
般
職
の
職
員
の
身

分
の
取
扱
い
」「
特
別
職
の
身
分
の
取
扱

い
」「
公
共
的
団
体
の
取
扱
い
」「
町
・
字

名
の
取
扱
い
」「
慣
行
の
取
扱
い
」
を
原

案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

新
市
移
行
準
備
会
議
が
発
足

合
併
協
議
会
で
議
決
さ
れ
た
事
務
事
業

一
元
化
の
方
針
を
も
と
に
、
新
市
移
行
の

準
備
計
画
や
準
備
作
業
を
行
う
た
め
、

「
新
市
移
行
準
備
会
議
」
が
５
月
28
日
付

で
発
足
し
ま
し
た
。
準
備
会
議
は
、
３
市

の
助
役
と
埼
玉
県
南
水
道
企
業
団
の
副
企

業
長
の
ほ
か
、
３
市
の
企
画
、
総
務
、
財

政
の
担
当
部
長
及
び
企
業
団
総
務
部
長
等

で
構
成
し
、
委
員
長
は
、
浦
和
市
の
石
関

満
助
役
が
就
任
し
ま
し
た
。

慣行の取扱い
市章等の象徴的事項、市民憲章、都市宣
言及び友好都市等を慣行の取扱いとしてま
とめ、市民間の連帯感の醸成や市のイメー
ジアップを図る観点から協議し次のように
なりました。

（1）市章・市の木・市の花等の象徴的事項
については、新市において検討するも
のとする。
ただし、市のおどりについては現行の
とおりとする。

（2）市民憲章及び各都市宣言については、
新市において検討する。

（3）都市間交流については、新市において
継続する。

（4）名誉市民、市民栄誉賞、文化賞及び市
政功労賞については新市において継続
する。

一般職の職員の身分の取扱い
地方公共団体の一般職の職員の身分につ

いては、市町村の合併が行われた場合には、
その合併により消滅する市町村の職員は失
職することとなります。しかし、「市町村
の合併の特例に関する法律」は、「合併に
より失職することとなる一般職の職員につ
いては、合併市町村の一般職の職員として
引き続き身分を保有するように措置しなけ
ればならない」と規定されています。これ
らを踏まえ、人事、給与、福利厚生等につ
いて協議が行われました。
なお、特別職の職員、県南水道企業団の
職員の取扱いについては、それぞれの協議
項目の中で、協議されることになります。

（1）一般職の職員は、すべて新市の職員と
して引き継ぐものとする。

（2）任免及び勤務条件については、人事管
理や職員の処遇の適正化の観点から調
整し統一を図る。特に、給与について
は、職員の処遇及び給与の適正化の観
点から調整し統一を図る。
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地方税の取扱い
地方税（市税）については、地方税法の規定に基づくことから、3市間に大差

はありませんが、納期、減免など違いがあるものは、次のように統一すること
になりました。
ただし、個人市民税の均等割は、地方税法の規定による人口要件から増額と

なります。

（1）個人市民税については、現行のとおりとする。
ただし、地方税法の規定により個人市民税均等割は、平成14年度以降年額
3,000円となる。

（2）法人市民税については、現行のとおりとする。
（3）固定資産税については、現行のとおりとする。

ただし、平成14年度以降の納期については、5・7・12・2月で調整を図
る。

（4）軽自動車税については、現行のとおりとする。
（5）市たばこ税については、現行のとおりとする。
（6）特別土地保有税については、現行のとおりとする。
（7）事業所税については、現行のとおりとする。

ただし、与野市域は地方税法の規定に基づき、合併の日の翌日から6月を経
過する月以降課税区域となる。

（8）都市計画税については、現行のとおりとする。
ただし、納期については、固定資産税と同様とする。

（9）減免については、それぞれの税目について統一的な処理基準を作成する。

町・字名の取扱い
町・字名の取扱いについては、市民生活の中で永年慣れ親しまれていること

等を考慮しつつ、全町・字名について協議が行われました。その中で、浦和
市・大宮市において「仲町」｢大字塚本｣「大字昭和」という同一の町・字名が
あり、これらについては、合併時に市民生活に混乱を招くことのないよう次の
ように調整を図ることになりました。

町・字名は原則として現行のとおりとする。
ただし、同一の町・字名については地域住民の意向を尊重し、調整するものと

する。

特別職の身分の取扱い
地方公共団体の特別職には、市長・助役・収入役・常勤監査委員などが置か

れています。職員の身分の取扱いについて、一般職は「市町村の合併の特例に
関する法律」に身分の定めがあるものの、特別職については定めがないため協
議した結果、次のようになりました。

3市の特別職の身分の取扱いについては、3市の長が別に協議して定めるもの
とする。

農業委員会委員の定数及び
任期の取扱い
農業委員会の選挙による委員は、

合併特例法に「合併後１年以内の在
任特例を適用できる」旨の規定があ
り、その取扱いを協議しました。新
市への円滑な移行と安定的な事務処
理体制を確立するため、また３市の
農業行政体制等が異なり、調整に時
間がかかることを勘案した結果、次
のようになりました。

3市の農業委員会の選挙による委
員であった者は、市町村の合併の特
例に関する法律（昭和40年法律第
6号）第8条第1項第1号の規定を適
用し、合併後1年間引き続き新市の
農業委員会の選挙による委員として
在任する。

公共的団体の取扱い
公共的団体とは、公共的な活動を

目的とする団体であり、民間と行政
とで構成するもの、あるいは民間だ
けで構成されるもので、行政との関
連を有しているものです。

共通の目的を持ち、３市合併によ
り一体性が必要とされる公共的団体
については、特別の事情がある場合
を除き、各団体の実情を尊重しなが
ら、統合又は再編するよう調整に努
めるものとする。
その他の公共的団体については、

現行のとおりとする（新市において
再び加入する）。
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●浦和市・大宮市・与野市合併協議会の
ホームページを開設しました。

ホームページアドレス http://www.3shigappei.com/

●皆様のご意見をお待ちしております。

メールアドレス　san-shi@sweet.ocn.ne.jp
TEL 048-851-0155
FAX 048-851-0160


